
  

◆産米動向 

 米穀の需要動向としては、新型コロナウイルス感染症拡大による下げ止まらない消費の減少とともに業務用を 

中心とした需要の落ち込みにより全国的に２０２０年産米の出荷進度は、依然として前年割れが続いております。 

  

２０２１年６月末民間流通在庫数については、国が２１９万トンと公表（適正な民間在庫水準１８０万トン～ 

２００万トン）し、２０２２年産に向けて、米価の維持においては、減産する必要があります。 

  

８月５日、民間の調査会社（㈱米穀データバンク）による２０２１年産米の作柄は、全国１０２「やや良」。 

北海道１０５、東北・北陸１０３、近畿１０１、京都１０１と予想。停滞した秋雨前線がどこまで作柄に影響する

かわからない状況下ではあるが、主力米産地は、豊作傾向で厳しい販売環境に直面することは避けられない状況 

です。産米の早場米価格（コシヒカリ）の状況は、前年産（30㎏当たり）から宮崎：▲５００円～７５０円、 

鹿児島：▲７００円、佐賀：▲５００円、高知：▲６５０円の設定。８月下旬より西日本各地が設定する予定では

あるが、本年は不透明な状況が続く可能性があります。予測としては、２０１４年の６月末民間流通在庫数が 

２２０万トンで本年と同様の状況下にあることを見込んで各産地の価格設定が行われることが推測されます。 

２０２１年における京都府産米価格の設定については、９月上旬頃を見込んでおります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

  

ＪＡ京都中央 ２０２1年 8月２4日 №563 吉田 真依 
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台風 9号と秋雨前線の活動に伴い、8月から大雨の影響で京都府内に大きな被害が出て 

います。また、今後も悪天候が続く可能性があり、農作物にとって厳しい生産環境に直面し

ています。このような被害を軽減していくため、十分な管理対策を行うことが必要です。 

裏面に掲載している農林水産技術センター・農林センターからの管理技術対策情報をぜひ

ご活用下さい！ 

◆病害虫動向  

○トビイロウンカの飛来状況は、奈良県において、１９４８年以降最も早く飛来が確認され、昨年から比較しても

１ヶ月早い発生と公表され、注意報が発表されました。京都府近隣の大阪府、三重県においても注意報が発表され

ております。京都府内における８月１０日までの予察灯（地点：京田辺、亀岡、京丹後）の誘殺数は確認されてお

りませんが、飛来していることが推察されます。ほ場で株元を観察し、発生を確認したら防除を行ってください。 

○斑点米カメムシ類は、京都府病害虫防除所による８月の発生予報では、 

「やや多」と発表されています。出穂後、防除を行ってください。 

 

 

○いもち病については、山間地や平地での多肥ほ場で葉いもちが一部、発生していますが、 

停滞した秋雨前線により降雨が続き、葉いもち病斑があると穂いもちに移行しやすいので防除を行ってください。 

稲に発生しているトビイロウンカ→ 

←稲穂に発生しているカメムシ 葉いもちの様子→ 



 


